
○ 高齢者のいる世帯は全体の４割。そのうち「単独世帯」・「夫婦のみの世帯」が過半数。
（1980年と2009年を比べると、単独世帯は10.7%→23.0%に増加）

資料：昭和60年以前は厚生省「厚生行政基礎調査」、昭和61年以降は厚生労働省「国民生活基礎調査」
（注1）平成7年の数値は、兵庫県を除いたものである。
（注2）（ ）内の数字は、65歳以上の者のいる世帯総数に占める割合（％）

65歳以上の者のいる世帯数及び構成割合

全世帯に占める65歳以上
の者がいる世帯の割合

高齢者の家族と世帯 【p.6】

単独世帯

夫婦のみの世帯

高齢者の世帯構造の推移

 

 

第２節 高齢者の姿と取り巻く環境の現状と動向 

 

＜高齢者の世帯構造の推移＞ 

 まず家族状況がどうなっているかというグラフです。65歳以上のいる世帯はすでに 4割

を超えています。そのうち単独世帯と夫婦のみ世帯が過半数を占めています。以前は通常

に見られた三世代同居は年々減尐を続けており、2009年時点で 17.5％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一人暮らし高齢者数の将来推計＞ 

 一人暮らしの高齢者は非常に増えています。女性のほうが一人暮らしの比率は高いので

すが、男性の一人暮らしが急速に伸びつつあります。 

 

 

 

 


